　　　　　　　　　　　　       建物一時貸借契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は後記表示の建物を臨時に田中五郎（以下「乙」という。）に賃貸するものとし、乙は乙の都合による一時使用のため甲より賃貸する。

第２条　乙は後記建物を乙の営業する＊＊＊＊小売業のために使用するものとし、賃貸期間は本契約締結の日から、乙の所有店舗（＊＊所在、家屋番号＊＊番の建物）が区画整理により乙の仮換地上に移築され、担保として造作工事が完了し、開店営業が可能となる時までとする。但し、いかなる事由があっても満１０ヶ月を超えることはできない。

第３条　乙は甲に対し、本契約の保証金として、金＊＊円を本契約締結と同時に差入れる。

二　前項の保証金には利息を付さず、乙が後記建物を前条の期間内に原状に復して甲に明渡した後直ちに乙に返還する。

第４条　賃料は月額金＊＊円とし、当月分を前月末日までに乙より甲に持参して支払う。

二　乙が第２条本文により仮換地上において営業を再開した後もなお後記建物の明渡しを完了しないとき、あるいは本契約締結後１０ヶ月の期間経過後も明け渡しを完了しないときは、乙は甲に対し１日につき金＊＊円の遅延損害金を支払う。

第５条　乙は下記の行為をしてはならない。

（１）後記建物の転貸、占有又は占有名義の第三者への移転

（２）入居の際の造作模様替を除く一切の造作模様替工事又は建物の原状の変更

第６条　乙が本契約を違反し、あるいは賃料の支払を２回分以上遅滞したときは、甲は乙に対し催告を要せず本契約を解除し、直ちに後記建物の明渡しを請求することができる。

第７条　乙は明渡に際し明渡料、造作買取などを請求することができない。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

(建物の表示）

略

